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事業費（人件費除く）の財源内訳

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20 H21

目標値

人

人
315

実績 295

同和問題講演会参加者数

人権のつどい参加者数
目標

実績

315

315

200
目標 335
実績 409

H21

315

Ｂ 拡大
啓発イベント等を市の中心部へ一極集中するような考えもあるが、差別事象が今でも起こっていることを考えると、地域に根ざし、地元に
入り込んだ啓発活動は必要であると考えられる。また平成20年度から「同和問題講演会」「人権のつどい」の予算を青山文化センターか
ら人権同和課へ振替え措置をした。
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人権啓発推進経費

互いを認め合い、すべての人の人権を尊重する
目

人権啓発活動の推進
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改善についての取り組み
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評価項目についてのコメント
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達成度

人権啓発活動推進事業費補助金
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1,274
1,515 2,800

人権啓発活動推進事業費補助金人権啓発活動推進事業費補助金

1,077
1,174

2,520

人権啓発活動推進事業費補助金

負担金補助及交付金

人権啓発活動推進事業費補助金その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

人権啓発活動推進事業費補助金

2,620 2,620

315

人1.7

2,800
　 　

247

　 Σ
その他
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

部落差別をはじめとする様々な差別や人権侵害が今なお存在し、子どもや高齢者への虐待やいじめ、ドメスティック・バイオ
レンスなども大きな社会問題となっているところから、地域における人権啓発リーダーの育成に努め、学校や職場、地域や
家庭での啓発活動を継続して推進していく必要がある。

当該事業を実施したことが、その成果に繋がっているかどうか分かりにくいところがあり、参加される人は人権意識の高い人
や人権同和問題に関心のある者に偏ってしまう傾向がある。イベント等のアンケート調査結果において、大変好評を得てい
るところから、参加者の意識高揚のためには有効である。

人権啓発地区懇談会（６地区）、企業訪問企業啓発事業（２６社訪問）については、計画どおり実施しましたが、同和問題講
演会、人権のつどいについて、特に同和問題講演会では参加者数が少なかったため今後は、講師の選定、啓発の方法など
を検討していきたい。

平成20年度から同和問題講演会、人権のつどいの予算は人権同和課に計上することになりましたが、執行にあたっては経
費の削減に努めたいと考えており、啓発物品の購入については、なるべく本庁で一括購入をして経費を下げる方向で協議を
してまいりたいと考えます。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容
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事業推進報償費
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平成１８年度 決算内容

市民等一人ひとりの人権についての正しい理解と認識が深まる。
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啓発資料等印刷

啓発物品等購入

会場設営等委託料

180

(千円)
事業推進報償費

講演委託料700

　

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

335

市民等一人ひとりが人権に対する正しい理解と認識を深めるた
め啓発活動を行う。
・同和問題講演会（８月11日）
・人権のつどい（12月8日）
・人権啓発地区別懇談会（地区懇）（11月～20年3月に実施）
・企業訪問企業啓発事業（企業訪問）（11月に実施）
・街頭啓発活動（12月4日）
・人権ポスター、人権標語展（11月26日～12月10日）

インターネットを利用した悪質な差別書き込み等が発生し
ており、部落に対する偏見やその他あらゆる差別、人権侵
害はいまだに解消されていない。日常の様々な場面で現れ
てくるのが実情である。市民の全てが人権についての正し
い理解を深めるため、引き続き啓発活動、学習や研修の場
を展開していく必要がある。

4
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終了年度 平成

評価者
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榊　光裕 連絡先
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(内線)

実績

H18 H19 H20

実績値
単位指標設定の考え方

アンケート調査で好評であった回答の割合

参加者数／会場の収容人数

　　％

　　％

目標

実績

目標

実績
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90
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直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


